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市 の 人 口 
	

男 25,691人 
	

世 帯 数 	14,592 

	

53,069人 女 27,378人 
	

（昭和56年6 月1日現在）住民基本台帳から 

“健全育成の輪をひろげよう” 

青少年の非行防止で市民集会 

「防ごう非行、助けよう立ち直り」 をスロ ガンに

掲げた社会を明るくする運動が、 7月1日から 1カ月

間、全国いっせいに行われていますが、この運動に呼

応した「青少年健全育成の輪を広げる市民集会」が、 

7 月 4 日、市庁舎前お祭り広場に保護司会、青少年問

題協議会、更生保護婦人会、BBS会等の関係者およ

そ 200人が参加して行われ、青少年の非行防止を誓い

合いました。 

集会では、竹内収入役があいさつのあと、青少年の

健全育成に対する 「私の提言」として、五小6年生の  

高橋大輔君、第二中学校父兄の宮崎律子さん、子ども

会育成団体連合会の野呂甚助さんがそれぞれ体験発表

をしました。 

また、青少年健全育成のモデル地区に指定された高

野地区の代表楠美チョさんに、佐々木更生保護婦人会

長から金一封が贈られました。 

参加者はこのあと、五小と南小の鼓笛隊を加え市内

の目抜き通りをパレードし、犯罪のない明るい社会を

築こうと呼びかけました。 

（写真=7月 4日、岩木町通りで） 
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"1日1円でご家族の安心を” 

会 費 

般（年間） 350円 

学童団体（年間） 300円 

（学校などでとりまとめたもの） 

〇共済見舞金の額 

丁災 害 の 程 度 等級 金 	額 

死 亡 し た 場 合 1 800, 0001'l 

人院 180日 
n乙
  

150000円, 
以上を含む 

実治療日数 
人院 90日 

3
  

180日以上 以上 180日 130, 000円 

で’ 
未満を含む 

入院90日未満 

4
  

又は入院なき 110, 000円 

ものを含む 

人院 90目 
に
。
 
 

80000円, 
実治療日数 以上を含む 

9011以 I: 
人院90日未満 

(b
  

180日未満で’ 
又は入院なき 60, 000円 

ものを含む 

実治療日数60日以上90日未満 7 40, 000円 

実治療日数30日以上60日未満 8 30, 00011! 

実治療日数10日以上30日未満 9 20, 000円 

実治療 U 数10[1未満 10 10, 000円 
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児
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す
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ー青森県の現状がひと目でわかる― 

"56年版県勢グラフ” 
（発行12月上旬） 

〇頒価 1部 300円 

〇お申込み 8 月10日までに 

〇お申込み先 市総務課企画室 
(樋， -, 2111番・内線318・319番） 

〔主な内容〕 
〇青森県主要指標 
〇統計グラフ （土地、人「1、事業所、家計、物価、財政 

所得、賃金等） 
〇市町村の概要 （土地、人ロ、農業、工業、商業、財政 

等） 
0その他 表面の青森県主要指標、統計グラフ、市町村概 
要は、日常の執務の参考に、また県外からのお客様用と 

して好評です。 
裏面の青森県全図は、県内道路（高速道路、主要地方道 

その他の車道、有料道路）、鉄道（国鉄、私鉄）、行政界（市 

郡界、町村界）、国立、国定公園及び集落等が掲載され利用 

の便が図られております。 

一あなたのポケットに一冊一 

“57年版県民手帳” 
（発行~0月下旬） 

〇頒価 1部 250円 

〇お申込みは 8 月10日までに 

〇お申込み先 市総務課企画室 

（頭シ 211l番・内線318・319番） 

〔主な内容〕 

〇日記編 こよみと行事、月間予定表、日記、天気録 

〇資料編 青森県の概要、都道府県勢一覧、市町村勢一覧 

〇名簿編 国会議員、県議会議員、県・市町村理事者、行 

政機関、教育施設、文化体育施設 

〇便覧編 年齢早見表、七曜表、その他満載 

〇別 冊 住所録 

使いやすさ、見やすさ、便利さ、かっこうよさをトコト 

ン追求した日記式手帳の決定版グ 
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で
は
、
五

十
六
年
度
の
国
税

モ
ニ
タ
ー
を

次
の
方
に
委
嘱
し
て
い
ま
す
。
 

国
税
に
開
す
る
意
見
、
要
望
、
 

苦
情
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お

気
軽
に
ど
う
ぞ
。
 

木
村
英
二
（
旭
町
）
、木
村
宗

勝
（
新
町
）
、福
原
と
も
子
（
中

平
井
町
）
、福
村
俊
弘
（
本
町
）
、
 

三
上
雅
昭
（
布
屋
町
）
 

（
敬
称
略
）
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ノ
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ノ
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、／
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ノ
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ノ
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ノ

、ノ
 

コ
ミ
や
カ
ン
 

お
と
な

が
す
て
れ
ば
 

子
ど

も
も
す
て

る
 

（
松野
木
小
四
年
 
斎

藤
 
千

春
）
 」

 

県
統
計
協
会
で
は
、
県
民
に

対
す
る
統
計
思
想
の
普
及
と
統

計
の
表
現
技
術
の
向
上
を
図
る

た
め
、
次
の
要
領
で
統
計
グ

ラ

フ
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
。
 

ー
 
応
募
資
格
 

第
一
部
 
小
学
生
（

3
年
生

以
下
）
 

第
二
部
 
小
学
生
（

4
年
生

以
上
）
 

第
三
部
 
中
学
生
 

第
四
部
 
高
校
生
以
上
の
学
 

入
選
者
の
発
表
は
、
九

月
下
旬
頃
行
わ
れ
、
県
統

計
協
会
機
関
紙
に
も
発
表
 

生 

第
五
部
 
般
 

2
 
課
題
 

生
徒
 

統
計
グ

ラ
フ
コ
ン

ク
ー
ル

作
品

募
集
 

作
品
は
、
児
童
が
自
ら
観

察
し
た
結
果
を
グ

ラ
フ
に

し
た
も
の
と
し
ま
す
。
 

3
 
材
料
の
規
格
 

用
紙
の
規
格
 

各
部
と
も
自
由
と
し
ま

す
。
た
だ
し
、
第
二
部
の
 

第
一
 ‘
一一

・
一
二部
（
B
 

2
判
、
仕
上
寸
法
七
一
一
 

・

八
セ
ン
チ
×
五
．
 

五
セ
ン
チ
）
 

第
四
・
五
部
（
B
l
判
、
 

が
、
裏
面
の
板
張
り
、
 

さ
れ
ま
す
。
 

ま
た
は
、
表
面
に
セ
ロ
 

6
 
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
出
 

ハ
ン

・
カ
バ

ー
な
ど
を
 
品
 

つ
け
る
こ
と
は
認
め
な
 
各
部

と
も
、
県
予
選
の
 

、
。
 

入
選
作
品
中
五
点
ま
で
が
 

全
国
コ
ン

ク
ー
ル
に
推
せ
 

加
募
集
 

ん
出
品
さ
れ
ま
すo
 

な
お
、
ご
不
明
な
点
は
 

仕
上
寸
法
一
〇
三

・
〇
 

4
 
締
切
日
及
び
送
付
先
 

市
総
務
課
企
画
室

（
廿
⑩
 

セ
ン
チ

×
七
二

・
八
セ
 

八
月
二
十
五
日
ま
で
に
 

二
一

一
一
番
・
内
線
三
一
 

、
ノチ
）
 

市
総
務
課
企
画
室

へ
送
付
 
八

ー
三

一
九
番
）
へ
お
問
 

各
部
と
も
紙
質

・
色
 

し
て
下
さ
い
。
 

い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

彩
は
、
自
由
と
し
ま
す
 

5
 
入
選
発
表
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国民年金制度が改巡 
今年も国民年金法が改正され、老齢年金をはじめ各種の年金が、 

次のように受給額が弓は上げられる予定です。 

1．拠出年金の実施は 7 月分からで、その支払いは 9 月からです。 

拠出年金の改正 昭手056年 7 月分から実施 

給 付 の 種 類 現行額（年額） 改正後（年額） 
~ I] 円 

5 年 年金 271, 200 292, 400 
10年 年金 318, 600 343, 500 
15年 年金 380, 400 410, 100 
20年 年金 442, 200 476, 700 

老齢年金 
25年 年金 504,000 543, 300 
30年 年金 604,800 652. 000 
35年 年金 705,600 760. 600 
40年 年金 806, 400 869, 300 

1級 627, 000 675, 900 
障害年金 

2 級 501, 600 540. 700 
fl人のとき 501600 , 540 , 700 

鼠l年金 
母子加算 180, 000 180, 000 

計 681, 600 計 720. 700 
遺児年金 1人のとき 501, 600 540, 700 

福祉年金の改正 昭手056年 8 月分から実施 

2‘福祉年金も次のように改正される予定ですが、実施は 8 月分か

らで、その支払いは11月からです。 

給 	付 	の 	種 	類 現行額（年額） 改正額（年額） 

年
 
金
 

額
 

明治44年 4 月 1日 270,000円 288,000円 
老齢福祉年金 

以前の出生者 (276,000) 

1
 
2
 

級
 
級
  

405600 , 4
 
2
 
3
 
8
 
2
 
8
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

 

●
 

（
  

障害福祉年金 
270, 000 

母子・準母子 
子が 1 人のとき 351, 600 374400 , 

福 祉 年 金 

支
給
制
限
限
度
額
 

本人所得（ 2 人世帯） 年所得 f-Iリ 年所得 千円 

老齢福祉年金 1,364 1436 
障害福祉年金 1,364 1.950 
母子・準母子福祉年金 2, 438 （据置） 

年所得 	科り 
扶養義務者所得（ 6 人世帯） （据置） 

6,834 
公的年金併給限度額 450 	千円 480 	干円 

注 老齢福祉年金の（）内の額は、扶養義務者の所得が年 4, 350 f刈
を超え、6,834千円未満の人の支給額です。 

得
し
た
人
、
家
屋
を
新
築
、
 

増
築
、
改
築
に
よ
っ
て
取
得

し
た
人
で
す
。
 

こ
の
場
合
、
登
記
の
有
無

は
問
い
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ

て
、
途
中
で
登
記
を
省
略
し

た
と
き
も
、
課
税
の
対
象
に

な
り
ま
す
。
 

ロ
減
額
等
の
申
告
 

課
税
の
特
例
や
減
額
の
適

用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
取

得
の
日
か
ら
六
十
日
以
内
に

申
告
が
必
要
で
す
。
 

ロ
納
税
 

県
税
事
務
所
か
ら
送
ら
れ

て
く
る
納
税
通
知
書
で
、
通

知
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
期

限
ま
で
に
、
銀
行
な
ど
で
納

め
て
下
さ
い
。
 

な
お
、
納
め
る
額
、

課
税

の
特
例
、
減
額
な
ど
詳
し
く

は
、
五
所
川
原
県
税
事
務
所

へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。
 

土
地
や
家
屋
を
手
に
入
れ
た
と
き
 

不
動
産
取
得
税
 

不
動
産
取
得

税
は
、
土
地
や

家
屋
を
取
得
し

た
人
に
対
し
、
 

取
得
し
た
と
き
 

「
回
だ
け
か
か

る
県
の
税
金
で

す
。
 

ロ
納
め
る
人
 

土
地
や
家
屋

を
売
買
、
交
換
、
 

贈
与
、
寄
付
な

ど
に
よ
っ
て
取
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愛
の
献
血
助
け
合
い
運
動
 

移
動
採
血
車
 
「
青い
鳥
号
」
 
に
よ
る
 
「
愛
の
献
血
助
け
 

合

い
運
動
」
が
、
次
の
ロ
程
で
行
わ
れ
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

ロ
と
き
 
L
月
ニ
ト
八
目
（
火
）
午
前
十
時
三
ト
分

『
 

ら
正
午
ま
で
、
午
後
一
時
三
ト
分
か
ら
三
時
ま
で
 

ロ
と
こ
ろ
 
国
鉄
五
所
川
原
駅
前
 

あ
な
た
も
ぜ
ひ
献
血
手
帳
を
 

あ
な
た
も
献
血
手

帳
を
 

・
 

、
 

・
 
・
 

、
 
、
 

一
 

③
 

」」
サ
位d
は
か
じ

「
 

手

続

き
は

お
早

め
に
ノ

・
 

年
金
保
険
料
の
免
除

申
請
 

納
め
忘
れ
が
あ
る
時
は
、
一
一

年
前
ま
で
の
分
は
、
市
区
町

村
役
場
の
国
民
年
金
係
か
ら

国
民
年
金
国
庫
金
納
付
書
を

発
行
し
て
も
ら
い
、
郵
便
局

銀
行
等

（国
の
歳
入
代
理
店
 

付
 
）
を
通
し
て
社
会
保
険

事
務
所

（
管
轄
地
域
）
 

に
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

国
民
年
金
の
保
険
料
に
納

め
忘
れ
が
な
い
か
、
も
う

一

度
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

保
険
料
を
納
期
限
ま
で
に

納
め
て
い
ま
せ
ん

と
、
万
一

げ
が
を
し
た
り
、
ご
主
 

人
に
亡
く
な
ら
れ
た
り
 

遺
児
に
な
っ
た
り
し
た
時
な

ど
に
、
障
害
年
金
や
母
子
年

金
、
遺
児
年
金

な
ど
が
受
け

ら
れ
な
い
ば
か

り
で
な
く
、
 

納
期
限
か
ら

二
年
を
過
ぎ
ま
 

ロ
予
約

受
付
 
七

月
十
五
日
 

（
水
）
か

ら
七
月
一
一

十
四
日
（
 

金
）
ま
で
 

（
当
日
消

印
有
効
）
 

ロ
申
込

み
先
 
郵

便
番
号
一

〇
〇
、
東

京
都
中
央

郵
便
局
留

置
、
第
一

勧
業
銀
行

宝
く
じ
部

ロ
申
込

み
方
法

官
製
往
復
 
 

来
、
老
齢
年
金
さ
え
も
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
ら
、
保
険
料
は
必
ず
納
期

限
ま
で
に
納
め
て
下
さ
い
。
 

も
し
、
過
去
の
保
険
料
に
 

は
が
き
を
使
っ
て
、
往
信
は
が

き
の
表
面
に
、
申
込
み
先
、
申

込
み
人
の
郵
便
番
号
、

住
所
、
 

氏
名
を
記
入
し
、
横
に

「宝
く

じ
」
と
赤
色
で
書
き
、
四
角
で

囲
む
。
裏
面
に
は
、
「
サ
マ
ー
ジ

ャ
ン
ボ
」
 と
だ
け
書
く
。
 

（は
が
き
一
枚
で
、
宝
く
じ

二
十
枚
ま
で
予
約
で
き
る
。
は

が
き
は
一
人
何
枚
で
も
申
し
込

め
る
。）
 

ロ
引
換
え

（発
売
）
 
八
月

二
十
二
日
（
土
）
か
ら
九
月
四

日
（
金
）
午
後
三
時
ま
で
、
全

国
の
宝
く
じ
売
場
で
。
 

ロ
抽
せ
ん
 

九
月
十
八
日
（
 

金
）
 

当
せ
ん
金
（
発
売
総
額
三
六

〇
億
円
、
 
ー
ニ
ュ
ニ
ッ
ト
の
場

合
の
当
せ
ん
金

）
は
次
の
と
お

り
で
す
。
 

国
民
年
金

に
は
、
届
け
出
で

だ
け
で
、
保
険
料
の
納
付
を
免

除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

保
険
料
を
滞
納
し
ま
す
と
、
 

各
種
の
年
金

は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
し
、
将
来
、
老
齢
年
金
さ
え

も
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
 

納
め
る

こ
と
が
困
難
な
人
は

そ
の
ま
ま
放
置
し
な
い
で
、
至

急
、
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
 
 

市
社
会
課
・
国
民
年
金
係
へ
免

除
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
 

危
険
物

取
扱
者
の
 

試
 
験
 

案
 
内
 

ロ
試
験
日
時
 

八
月
ニ
十
日
午
前
十
時
 

ロ
試
験
場
所
 

私
立
青
森
山
田
高
校
（
青
森
 

市
）
、私
立
東
北
女
子
短
期
大
学
 

（
弘
前
市
）
ほ
か
 

ロ
願
書
受
付
 
七
月
六
日
か
 

ら
七
月
二
十
二
日
ま
で
 

ロ
照
 
会
 

受
験
に
関
し
て
、
詳
し
く
は

青
森
県
総
務
部
消
防
防
災
課
規

制
班
（
丑
青
森
局
⑩
一
一
一
一

番

・
内
線
二
〇
九

一
番
）
へ
照

会
し
て
下
さ
い
。
 

善
意
銀
行
預
託
者
 

北
五
酒
販
青
年
会
（
毛
内
嗣

会
長
）
、
中
三
脚
会
社
（
本
町
 

）
、
長
富
婦
人
会

（藤
森
き
ん

子
代
表
）
、
方
円
流
杉
野
森
社

中
杉
野
森
乗
園

（
木造
町
）
、
 

鶴
谷
正
夫
（
本
町

）
、
鈴
木
研

一
、
美
奈
子
（
梅
田
）
、
小
山

田
鳳
隆
（
末
広
町
）
、
仲
よ
き

会
（
松
島
町
）
、

川
村
悦
子
（
 

木
造
町
）
、青
森
タ
マ
リ
ス
（
太

田
義
行
代
表

・
尻
無
）
、丸
大
辻

薬
店
（
本
町
『
津
軽
三
味
線
秀

栄
会
、
木
村
孝
次
郎
（
田
町
）
 

す
と
、
時
効
で
納
め
た
く
て

も
納
め
ら
れ
な
く
な
り
、
将
 

年

金
と

そ
の
納
 

等 	級 当せん金 本 	数 

1 	等 3, 000万円 120本 

1等の組違い賞 20万円 1, 080本 

2 	等 1, 000万円 120本 

2等の組違い賞 8万円 1, 080本 

3 	等 100万円 1, 200本 

4 	等 10万円 24, 000本 

5 	等 1万円 48,000本 

6 	等 5千円 72,000本 

7 	等 300円 24, 000, 000* 



医
師
会
と
家
庭
を
結
ぶ
「
み

ん
な
の
健
康
教
室
」
が
、
次
の

日
程
で
開
か
れ
ま
す
。
 

お
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。
 

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
 
「医
師

と
患
者
と
の
関
係
」
 
につ
い
て

で
す
。
 

ロ
と
は
 
七
月
二
十
四
日
（
 

金
）
午
後
一
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
四
階

ホ
ー
ル
 

ロ
主
催
 
北
五
医
師
会
、
五

所
川
原
市
民
保
健
協
議
会
 

麻
疹
（
は
し

か
）
の

予
 
防
 

接
 

種
 

「
医
師と
患
者
と
の
関
係
」
 

ー
み
ん
な
の
健
康
教
室

ー
 

ち
の
方
は
、
期
日
ま
で
に
申
し

込
ん
で
下
さ
い
。
た
だ
し
、
す

で
に
麻
疹
に
羅
患
し
た
お
子
さ

ん
は
接
種
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
 

歯
の
健
康
相
談
室
 

年
間
を
と
お
し
て
聴
講
さ
れ
 
ロ
受

付
期
間
 
八
月
一
日

ー
 

た
方
に
修
了
証
と
記
念
品
を
差
 
八

月
二
十
日
ま
で
 

し
上
げ
ま
す
。
 

ロ
実
施
期
間
 
九
月
一
日

ー
 

九
月
十
二
日
ま
で
 

ロ
お
申
込
み
先
 
市
保
険
衛
 

生
課
 

市
で
は
、
麻
疹
（
は
し
か
）
 
ロ
ご

注
意
 
当
目
は
、
母
子

の
r
防
接
種
を
行
い
ま
す
。
 

健
康
手
帳
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち

該
当
す
る
お
子
さ
ん
を
お
持
 
下

さ
い
。
 

ん
。
 

ロ
対
象
幼
児
 
昭
和
五
十
四

年
一
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
四

年
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
幼
児
 

（敬
称
略
）
 

県
歯
科
医
師
会
と
北
五
歯
科

医
師
会
支
部
主
催
の
「
歯
の
健
 

大
口
図
書
寄
贈
者
 

堀
内
百
合
子

（
高
野）
、！一品

静
策

（
本
町
）
、渋
谷
嘉
七
郎

（
 

松
島
町
）
 

康
相
談
室
」
 
が
、次
の
日
程
で

開
か
れ
ま
す
。
 

虫
歯
や
歯
な
ら
び
、
歯
み
が

き
等
、
歯
の
健
康
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
ま
す
。
 

ロ
と
き
 
七
月
二
十
五
日
（
 

土
）
午
後
一
時
ー
四
時
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館

一
一
階
 

ロ
料
金
 
無
料
で
す
。
 

ど
な
た
も
お
気
軽
に
お
い
で

ド
さ
い
。
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―ご利用下さい― 
市立図書館 

書 	名 著 者 名 書 名 著 者 名 

IIi 森県読書運動
明 治 大 正 史 

間 山 洋 1、 」Aノ
 

土
 

i
 

」
 

の
 

0
 

爆
 
の
 
予
 

の
 
」
性
 

十
 
辞
 

●
」
 
 

八
7
 

河
 

陸
 
背
 

江
 

遠
 
父
 
馬
 

沈
 

楼
 
尻
 

あ
 
風
 

風
 
春
 

島
 
一
 

恐
 
鬼
 

よ
 
巷
 
誰
 
 

'
J
 

い
 

／し
 

向
 

h
‘
 
喝
 
‘
 

。
 

ま
 

す
 
舌
 
、
 
 

ず
 
叱
里
 
産
 
立
早
 
帳
 

f
 

女
 
歌
 

て
 
市
 

斎
 
弾
 
街
 
威
心
 
影
 
女
 

員
 
び
 

夜
 
典
 
で
 
 

8
 

、
 
I
、
 
、1
一
 
レ
」
 
？
 

！
 
ス
．
 
、
ュ
 

＼
 

来
 

‘
 
動
」
 証
 

こ
 

る
 

ソ
 

孫
 

一
 
‘
 

？
 
二
 

？
 
：
 

る
 

ー
  

は
 

奥
 

1
 

1
 

え
 

一
 
黙
 
‘
 

七
・
 
て
 
船
 
葬
 
の
 

喝
 

ル
 

談
 

と
  

I
 

巾
 

”
 
》
」
 

V
 

ー
 

n
り
 
映
吹
 
一
ー
 

ー
 

匂
 
‘
 
 

4
 

の
 
雑
 

近
 

一
 
一
冗
 

え
 

う
 

遊
 
の
 

ど
  

ー
 

l
 

ー
 
『
 

】
‘
 

叶海
 

u
 

っ
 

I
 

r
  

日
 

、
 

ー
 

ム
”
 

、
 

h
"
 
 

城 山 郎 

青春の生き ざま 田 沢 康三郎 和 城 弘 志 

旅、青春、斜 陽 館 っしま け い 松 	田日召 	→ 

出 渋 谷 博 吉 村 昭 

大 	国 	の 	証 千 乃 裕 	子 村 上 元 三 

元首の謀叛 中 村 正 軌 牧 羊 子 

げ た ば き 物語 半 村 良 水 上 勉 

書 物 と いう鏡 色 川 大 吉 松 本 清 張 

自 明 性 の 時 代 加 藤 諦 	三 串 田 孫 

自 分 の 採 算 表 小 林 平 池 田 満寿夫 

四 十 歳 の 出 発 

男 	で 	ご 	ざ 	る 

百万人の手話教室 

80年代時間の読み方

内助の功をあきらめて 

ニ 	ナ・オニール 

細 川 隆 元

丸 山 浩 路

竹 村 健 

広 中 和歌子 

‘寸 	馬 

杉 森

鈴 木

田 中

津 村 

遼太郎

久 英

俊 平

光 二

節 f 

たった一度の女の人生 樋 口 恵 子 土 居 良 

酢とにんにくは効く 三 橋 ー夫 夏 樹 静 子 

図解薬草の作り方使い方 小 林 正 夫 渡 辺 一 雄 

ご ち そ 	う 	さ 	ま 池 田 和 之 岡 部 伊都子 

刺 し 子 百 葉 吉 田 英 子 池 波 正太郎 

ひとり暮らしの知恵 吉 沢 久 子 井 上 ひさし 

花 火 の 科 学 細 谷 政 夫 永 

銃剣道・短剣道教室 
‘開講期間 7月28目から10月未日まで 

（毎週火曜iI午後 4時30分から 6時30分まで） 
ロ会場 市民体育館 

資格 市内小、中、高校生 

人員 男女各10人（申込み順） 

費用 スポ ッ傷害保険料 

申込み先 市内田町、高橋材木店（費⑩2642 
番） 

その他 ①段、級が授与されます。 （前年度 

からの受講生は、年 l IIllの審査を受け、級及び段 

位を取得しています。） 

9、女子は、 主として短剣道 

L催・全 F!本銃剣道連盟五所川原協会、後援・ 

市教育委員会 

受講生を募集 

一
九
‘
番
）
 

ぐ
締
切
り

L

月
ー
五

目
王

）
 

、
 

伊
藤
正
規
画
伯
後
援
会
と
丑
（
催
で次
の
と
お
り
第
四
回
 

市
民
絵
画
教
室
」
を
開
き
ま
す
。
多
数
ご
参
加
を
…
。
 

L
と
き
 
L
月
二
十
九
日
（
水
）
i
L
月
三
ト
．
目
一
 

金
」
の
二
日
間

（
毎
日
九
時
か
ら
三
時
ま
で
）
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
立
図
書
館
 

ロ
対
象
 
中
学
生
以
L
 

ロ
受
講
料
 
無
料
、
用
1
1は
各
自
持
参
の
こ
と
 

ロ
内
容
 
洋
画
、
水
彩
画
、
素
描
等
 

ロ
講
師
 
伊
藤
正
規
画
伯
（
光
風
会
審
査
員
、
日
展
無
 

鑑
査
、
目
本
美
術
家
連
盟
会
員
）
 

ロ
申
込
み
 
市
教
育
委
員
会

・
社
会
教
育
課

（
費
卿
 

「市
民
絵
画
教
室
」
案内
 

、
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の
水
死
事
故
を
な
く
そ
う
 ン

よ
 

ス
ノ
 

ひ
 

例
年
、
七
・
八
月
は
、
太
陽

の
日
ざ
し
も
強
く
な
り
、
海
や

プ
ー
ル
な
ど
水
に
親
し
む
機
会

が
多
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
 

特
に
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は

学
校
が
夏
休
み
に
な
る
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
、
羽
根
を
伸
ば

す
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
心
配
さ
れ
る
の
が

夏
の
水
死
事
故
で

す
。
こ
の
時

期
は
、
 一
年
中
で
最
も
水
死
事

故
が
多
く
発
生
す
る
時
期
で
す
。
 

昨
年
は
、

こ
の
ニ
カ
月
間
で
、
 

十
八
人
が
水
の
犠
牲
と
な
り
、
 

年
間
の
水
死
事
故
者

（
六
十
三

人
）
の
二
八

・
六
％
を
占
め
、
 

こ
の
う
ち
、
子
供
の
水
死
事
故

は
十
人
で
、
全
体
の
五
五
・
五

％
で
す
。
こ
れ
は
年
間
の
子
供

の
水
死
事
故

（
二
十
九
人
）
の

三
四
‘
五
％
を
占
め
て
お
り
誠

に
憂
慮
さ
れ
ま
す
。
（
県
警
調
）
 

子
供
を
水
死
事
故
か
ら
守
る

た
め
、
警
察
で
は
シ
ー
ズ
ン
前

に
、
地
域
の
防
犯
協
力
員
等
と
 

一
緒
に
、
事
故
が
起
こ
る
恐
れ

の
あ
る
危
険
個
所
を

調
べ
、
危

険
な
個
所
に
は
、
関
係
者
に
安

全
措
置
を
講
じ
て
も
ら
い
、
ま

た
、
シ
ー
ズ
ン
中
に
は
危
険
区

域
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
て

水
死
事
故
防
止
に
努
め
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
れ
で
十
分
と

は
い
え
ま
せ
ん
。
子
供
を
水
死

事
故
か
ら
守
る
た
め
に
は
、
何

よ
り
も
家
庭
で
の
注
意
が
大
切

で
す
。
 

保
護
者
は

幼
児
か
 

、り
目
を
離
さ
な

い
 

昨
年
、
中
学
生
以
下

の
子
供
 
 

の
水
死
者
二
十
九
人
の
う
ち
、
 

保
護
者
の
監
視
不
十
分
に
よ
る

幼
児
の
事
故
が
十
六
人
で
、

五

五
・
二
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
 

保
護
者
は
幼
児
か
ら
片
時
も
目

を
離
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
 

」フ
。
 

水
 

泳
 
に
 

は
 

大
人
も

同
伴
す

る
 

昨
年
は
、
水
泳
中
に
シ
ュ

ノ
 

ー
ケ
ル
な
ど
の
機
具
不
慣
れ
な

ど
か
ら
、
七
人
の
子
供
が
水
死

事
故
に
あ
っ
て
い
ま
す
。

い
ぎ

と
い
う
時
、
子
供
た
ち
だ
け
で

は
枚
助
は
不
可
能
で
す
。
子
供
 
 

の
水
泳
に
は
、
必
ず
泳
ぎ
の
で

き
る
大
人
が
同
伴
し
ま
し
ょ
う
。
 

疲
れ

て
い

る
時
は
 

泳
 

が
 

な
 
い
 

水
泳
は
体
力
の
消
耗
が
激
し

い
ス
ポ
ー
ッ
で
す
。
子
供
だ
け

で
な
く
、
大
人
も
疲
れ
て
い

る

と
き
は
、
水
に
入
ら
な
い
よ
う

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

泳

ぐ

前
に

は
 

必
ず

準
備
運
動
を
 

水
泳
は
全
身
を
使
う
の
で
、
 

必
ず
準
備
運
動
を
十
分
に
し
、
 

ゆ
っ
く
り
水
に
入
り
ま
し
ょ
う
。
 

危
な
い
水
 

遊
び

に
は
 

（
圧
 」
息
 を
 

危
険
な
池
や

小
川
な
ど
で
、
 

遊
ぶ
子
供
を
見
 

か
け
た
ら
、
「危
 

な
い
よ
」
 
と
愛

の
ひ
と
声
を
か

け
て
、
安
全
な

場
所
で
遊
ば

せ

る
よ
・
フ
に
しま

し
ょ
・
っ
。
 

川
 
柳
 

岩
木
吟
社
 

白
 
取
 
ひ
で

お
 

疑
問
符

の
な
い
人

生
で
終
わ
り
た
し
 

工
 
藤
 

み

つ
お
 

乳
の
香
が
顔
一
ぱ

い
に
子
の
寝
顔
 

田
 
中
 

佳
 
門
 

仲
好

の
つ
な
ぐ

手
と
手
の
わ

ら
べ
唄
 

北
 
村
 
一
 

億
 

故
郷
を
根
こ

そ
ぎ
飲
ん
だ
ダ

ム
が
出
 

来
 

キ
ク
チ
 
健
次

郎
 

妻
だ
け
が
負
け
て

帰
っ

た
背
を

叩
く
 

繊
一
 

r
 

【
 
広
報
紙

の
早
期
配
布

に
ご

協
力
下
さ
い
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